
Ｈ23年豪雨水害

新潟大学 危機管理室

田村 圭子



H23年水害への

全国レベルの評価

• H16年水害の教訓に基

づき、関連機関が進め
てきたハード・ソフト両
面の対策がうまく働き、
被害が軽減された

• 新潟県「信濃川流域運
命共同体」が機能した

→新潟県として何を教訓
とするのか
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平成16年水害

平成23年水害

期間降雨量



平成２３年７月新潟・福島豪雨
災害救助法適用市町村

（災害救助法の適用地域）
H16・・新潟県長岡市、三条市、見附市、中之島町、

栃尾市、三島町、和島村
H23・・・新潟県新潟市、三条市、柏崎市、小千谷市、

加茂市、十日町市、五泉市、魚沼市、南魚沼
市、

南蒲原郡田上町、東蒲原郡阿賀町、長岡市、
見附市、上越市、阿賀野市



死亡/行方不明の発生要因
パターン１ パターン２ パターン３ パターン４

家屋倒壊させる
ような氾濫

流速は早いが、
家屋倒壊させる

威力はない

流速は早いが
家屋倒壊させる

威力はない

土砂災害が
発生

倒壊した家屋内
で死亡

屋外で被災。
徒歩/車で

移動中に死亡

避難支援者が
おらず

自室で死亡。

土砂災害により
死亡

H16年水害 3名 5名 3名 3名

H23年水害 5名

死亡・
行方
不明

外力の状況

被災の状況

パターン３
パターン4

破堤しなかっ
た

何とか避難した
浸水深が低い
対応がよかっ

た



避
難
し
た
理
由

H23水害評価：自助・共助には一定の効果があった
（新潟県調査より）豪雨災害時の避難行動に関する住民意識・実態結果

• 避難・災害の情報を収集し、避難行動の是非を自ら判断する

• 住居/滞在場所に危険が迫れば避難行動を開始する

避難しな
かった理由
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自宅が安全だと思った

自宅にいることの不安

避難勧告の発令

雨の降り方の違い

消防団からの勧め

自治会長・区長の勧め


